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 ２ 本論文の構成と目次 
 はじめに 
 Ⅰ 本研究の焦点 
  １ 前提となる問題 
  ２ 自立概念 
  ３ 本研究の枠組みと流れ 
 Ⅱ 精神障害者の就労支援における問題の明確化 
  １ 就労支援施策 
  ２ 就労支援方法 
  ３ 問題の明確化 
  Ⅲ ソーシャルワークによる精神障害者就労支援の展開 
  １ ソーシャルワークの概念 
  ２ 生活支援ツール 
  ３ 精神障害者就労・生活支援ツールの開発 
 Ⅳ ソーシャルワークによる精神障害者就労支援の実証的展開 
  １ NPO 法人と事例 
  ２ 経過の概要（前期） 
  ３ 経過の概要（後期）と考察 
 Ⅴ ソーシャルワークによる精神障害者の就労と生活支援の考察 
  １ 精神障害者就労・生活支援ツールの活用による利用者の変容 
  ２ 環境の相互関係による利用者の変容 




 ３ 本論文の構成と内容 























 (2) 精神障害者就労支援における問題の明確化 
 ２章では、就労支援施策についての経緯と現実を考察し、そして就労支援方法について
の文献研究を行っている。就労支援施策は、一般就労に焦点があてられて施策が策定され















 (4) ソーシャルワークによる精神障害者就労支援の実証的展開 
















































 ２ 研究の特徴とオリジナリティ 
 (1) 考察内容は、十分な推敲のもとに一貫した論旨の展開で構成されている。① 研究の





















































































 2 学位申請論文審査の結果 
 以上のような学位申請論文の概要と学位申請論文審査の要旨、さらに最終試験結果をふ
まえて、本学位申請論文は、ソーシャルワーク実践による精神障害者の地域生活と就労支
援の課題に、固有なソーシャルワークの生活支援活動の展開につき理論と方法を基礎にし
て、利用者との参加と協働から自己実現への支援過程研究として新しい道を拓く顕著な成
果を残していると判定できる。それは自立した研究者としての能力と専門的学識を有する
ことを十分に立証していると考えられる。 
 ここに審査委員一同は、学位申請者御前由美子が、自立した研究者として研究内容と関
連した領域について十分な学力と専門的学識を有するものと判定する。本学位申請論文の
審査および最終試験における学力認定結果とを総合し、博士（臨床福祉学）の学位授与が
適当であると認め、審査結果の報告とする。 
 
 
